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一
は
秩
父
の
全
村
民
家
床
下
土
か
ら
、
硝
石
を
採
取
製
造
し
た
業
。
二
は
硝
石
と
硫
黄
と
木
炭
を
調
合
し
て
、
火
薬
を
製
す

る
の
業
で
・
前
者
は
忍
藩
火
薬
用
硝
石
の
製
造
．
後
者
は
幕
府
の
品
川
台
場
用
火
薬
調
合
業
で
あ
っ
た
。
前
者
の
採
取
硝
石
量

は
約
二
千
頁
、
後
者
の
使
用
硝
石
量
ば
約
一
万
数
千
頁
で
、
こ
の
硝
石
は
秩
父
産
で
は
な
く
．
は
る
ば
る
江
戸
か
ら
運
び
込
ま

う
名
で
混
在
し
て
い
た
。

序
Ｉ
全
容
の
概
要
と
復
元
基
礎
デ
ー
タ
ー
Ｉ

既
に
鰭
番
べ
た
よ
‐
に
、
秩
父
幕
末
火
薬
業
憾
、
全
く
方
法
の
異
る
二
種
の
業
務
が
．
共
に
ヱ
ン
シ
ゞ
ウ
ツ
ク
ｉ
い
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一
、
製
品
は
十
頁
（
三
七
・
五
キ
ロ
）
入
木
箱
に
納
め
ら
れ
て
完
成
品
と
さ
れ
た
。
従
っ
て
釜
場
で
の
一
単
位
製
造
は
製
品
十

頁
目
と
な
る
よ
う
、
材
料
、
日
程
、
設
備
が
計
画
さ
れ
て
行
わ
れ
た
・

一、
原
料
土
は
五
ヶ
山
（
加
賀
）
白
川
（
飛
騨
）
を
除
く
殆
ん
ど
の
地
で
は
、
旧
家
屋
の
床
下
土
が
用
い
ら
れ
た
。

以
上
か
ら
、
各
地
で
の
製
造
は
従
来
秘
伝
と
さ
れ
て
、
千
差
万
別
の
よ
う
に
想
像
さ
れ
て
い
た
の
が
、
結
局
ば
殆
ん
ど
同
じ
方

法
で
、
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
デ
ー
タ
ー
の
転
用
を
可
能
に
し
、
秩
父
の
資
料
不
足
を

克
服
し
得
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

幸
に
し
て
、
こ
の
前
座
研
究
と
し
て
扱
っ
た
、
水
戸
藩
久
慈
郡
製
硝
場
会
計
記
録
か
ら
の
基
礎
的
デ
ー
タ
ー
の
分
析
で
、
予

想
以
上
の
デ
ー
タ
ー
を
探
り
得
た
た
め
、
秩
父
硝
石
採
取
業
の
詳
細
な
復
元
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
上
に
そ
の
主
な
デ

明
ら
か
に
し
た
い
た
め
で
、
日
本
硝
石
生
産
史
が
殆
ん
ど
十

く
、
独
り
秩
父
郷
土
史
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ｌ
タ
ー
を
述
ぺ
た
い
・

藩
自
製
の
開
始
ば
嘉
永
六
年
十
一
月
か
ら
で
》
そ
の
前
罐
ラ
シ
ゞ
ゥ
焼
き
と
秩
讓
饗
れ
て
い
た
人
の
製
品
上
納
で
あ

っ
た
。
代
官
所
か
ら
の
硝
石
上
納
馬
の
発
足
と
駄
数
は
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
○
印
は
一
駄
、
硝
石
三
箱
で
三
十
貢
。

一
、
幕
末
の
製
造
硝
石
は
殆
ん
ど
火
薬
用
硝
石
で
あ
る
。

一
、
原
料
と
な
る
床
下
土
か
ら
の
硝
石
結
晶
量
は
、
製
造
年
代
、
採
取
地
域
と
関
係
な
く
殆
ん
ど
同
一
率
の
結
晶
量
と
な
る
・

一、
製
造
法
に
多
少
外
見
上
差
異
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
材
料
土
、
灰
、
薪
の
使
用
量
及
び
結
晶
量
へ
の
影
響
は
極
め
て
少
な
い
。

一
章

横
瀬
村
硝
石

一
節

復
元
方
法

横
瀬
村
硝
石
稼
人
の
製
造
と
上
納
復
元

日
本
硝
石
生
産
史
が
殆
ん
ど
未
開
拓
研
究
分
野
故
に
、
こ
上
を
突
破
口
と
し
て
解
明
へ
近
づ
き
た
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こ
の
硝
石
上
納
月
を
み
る
と
、
農
閑
期
に
製
造
し
て
上
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
代
官
所
か
ら
納
入
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
、
こ
の
稼
人
は
藩
の
許
可
人
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
て
、
モ
グ
リ
稼
人
が
仮
り
に
居
っ
て
も
代
官
所
へ
納
入
は
で
き
な

い
。
こ
の
年
月
日
に
こ
れ
だ
け
を
納
入
す
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
段
取
で
製
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
言
水
戸
の
デ
ー
タ

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

嘉
永
四
年

七
月

八
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

嘉
永
五
年

正
月

二
月

閨
二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

○
○
○
○
○
○

藩
自
製
に
入
る

○
○
○

○ ○
○ ○
○ ○

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

嘉
永
六
年

正
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

十
月

十
一
月

九
月
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ｌ
で
は
次
表
の
よ
う
に
探
知
さ
れ
た
。
（
註
５
）

匡 呂 ＠ m 割。、cJ，辛 い 画 一
、

皿

ｰ

閏
ｍ
簿

（
薦
）
誌
掛
剖
（
認
劃
耀
蕗
印
叫
斯
鹸
）
ｓ
刈
謂
齢
．
荊
搾

圧
米
、
汽
咋
寸
件
汁
岸
柾
白
荊
僻
師
響
州
胤
鈩
が
。

蒔
圧
吟
ｓ
丙
〆
耀
餅
、
簿
鷲
吟
舜
〈
洋
が
、
卜
己
起

戦
ｒ
〈
兵
．
戦
国
沼
頚
謁
帥
』
闇
叩
ｓ
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耀
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③
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皿
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ｓ
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Ｆ
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．
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皿
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系
剴
什

骸
呉
到
ｓ
刈
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耀
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司
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．
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丁

二
節

製
造
段
取
復
元
日
表

秩
父
に
は
領
内
百
姓
の
年
中
行
事
が
、
季
節
と
合
っ
た
リ
ズ
ム
で
習
慣
化
さ
れ
て
い
る
。
「
秩
父
領
百
姓
年
中
業
覚
」
と
い

う
記
録
に
残
さ
れ
（
秩
父
市
史
二
六
四
頁
参
照
）
、
そ
の
リ
・
ス
ム
の
中
に
製
造
単
位
を
組
入
れ
た
。
「
＠
●
●
●
●
●
●
●
△

、
、
完
」
は
製
造
の
一
単
位
作
業
段
取
で
、
水
戸
の
場
合
は
平
均
し
て
十
頁
よ
り
は
少
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
三
十

頁
を
四
回
分
の
製
造
と
し
て
段
取
る
こ
と
に
し
た
。
横
瀬
硝
石
は
昔
か
ら
名
が
関
東
に
高
か
っ
た
品
で
あ
る
畷
毛
昏
が
高
い
の

は
品
が
藩
の
禁
制
を
も
れ
て
流
れ
た
た
め
で
、
こ
の
期
に
於
て
も
稼
人
が
内
々
に
流
し
た
分
が
必
ず
あ
っ
た
筈
な
の
で
、
上
納

量
を
若
干
増
し
て
作
る
と
推
測
し
た
の
は
、
そ
の
分
と
考
え
て
も
よ
い
。
尚
表
示
に
藩
自
製
期
の
初
期
分
を
示
し
、
民
間
と
藩

と
の
交
替
期
の
辺
を
も
示
し
た
。

そ
こ
で
こ
の
単
位
段
取
を
、
納
入
日
と
量
を
動
か
さ
ず
に
．
フ
ィ
ル
ム
を
逆
回
転
す
る
よ
う
に
録
画
し
て
い
く
と
、
全
段
取

●

日
表
が
露
出
す
る
。
製
造
の
一
単
位
作
業
は
硝
石
十
貫
目
を
予
想
し
た
。

秩
父
、
横
瀬
村
硝
石
稼
人
に
よ
る
忍
藩
へ
の
上
納
製
造
段
取
復
元
日
表
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’
／

日／
／月

二

○九八七六五四三二一

三

○九八七六五四三二一 ○九八七六五四三二一

嘉
永
四
年
五
月

＠、△●●●●●●●

(田植、麦刈､胴収納）

一元

△●●●●●●●、
完、、△

‐

フ[。、 、

△●●●●●●●、 ●●●●●●●、

六
月

(生糸をとる）

三
○
貢
上
納

、△●●●●●●●、
‐

うこ 、 ､

完、 七
月

おぽん

八
月

妙見祭 （稲刈）

’

九
月

（麦まき）

I

十
月

（武甲山祭）妙見神事仕事休 一 －’

●●●●●、
完、、△●●●

十
一
月

●●●●、

（干柿づくり） 妙見祭'-－－

完、、△●●● ●●●●＠ 完、、△●●

完、、△●●●● ●●●＠

完、、△●● 十
二
月

●●●＠

完．、.、 △●●●●●●①、

－1 初市

嘉
永
五
年

一
月-妙見神事仕事休み 正月休

－ 7 －
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白／

/月
三

○九八七六五四三二一 5九八七六五四三二一’ ○九八七六五四三二一
三
○
貫
上
納

完､､△。|････.。｡●●●●●●●＠
△●●●●●●●、

完、、△ 二

月
ｰ（初午）

77
／ 完

／ 、、△●●●●●●
／ ●、

＠ 完、、
、△●●●●●●●、

完

、、△●●●●●●

●、

閨
二
月

、、△●●●●●●●

●、 完、
／
ノ

／ 可
，
’
グ弁

ー

フ画

、△●●●●●●

●●●●●●●、
完、 三

月

（薪取）

六
○
貫
上
納

武
甲
山
祭

完、、△ 四
月

（蚕種はきたて）

Ｅ
Ｕ
Ｏ
ｊ

、
、△●●●●●●●＠

（田植、麦刈、瀬収納）

五
月

I，‐，‐川Ⅷ‐‐杣ｌ川，‐‐‐ｌＩｌ‐Ⅷ１１冊」，Ｉ‐‐
，‐［ⅡⅡⅡ叩Ⅱ川Ⅱ川山川ⅡＭＭＭⅡ川Ⅱ〃Ｍ，

●＠ 完、
、、△●● ●●●●●

●●＠
完、、△●●●●●

~

元､ 、

●●、

△●●●●●●
一

元

六
月

（生糸をとる）

＠ 完、、△●●●●●

●●●、

、、 △●●●●●●●

完、

七
月、△●● ●●

おぽん

六
○
貢
上
納

完 八
月砂 ●④毎．秒

（稲刈）妙見祭

、
、△●●●●●●●＠

（麦まき）

、、 △●●●●●●●

完、

’

九
月

’
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日／三

○九八七六五四三二一

二

○九八七六万四三二一 ○九八七六五四三二一

ﾉ

乙_且
／ 、△●●●●●●●＠

壱工

完、』
ん

十
月

妙見神事仕事休み － （武甲山祭）ヨ

●●、
完、、△●●●●●●

十
一
月●、

（干柿づくり） 妙見祭トー－

／
●●●●、
完、、△●●●●

完、、△●●●●●

●●●＠
完、、△●●●

十
二
月

三
○
貫
上
納
一
三
○
貴
上
納

△●●●●●●,●＠
‐

フE 、 ､

嘉
永
六
年

一
月

初
市

正月休妙見神事仕事休 一 →

ｉＩｌＩＩｌ１リー」
ｑ

’
斤川川ⅢⅢⅢⅡⅡⅡ‐

△●●●●●●●、完、、

△●●●●●●●、

り
む

一

月

（初午） '一一一一一

I

●●●●●●●、 完、、 三

月

（薪取り）

武
甲
山
祭

＠●

完、、△●●●●●●

●●＠ 完、、△完、、△●●●●●

四
月

（蚕種はきたて）

三
○
貢
上
納

、、、△●●●●●●

●、

●

五
月

(田植、麦刈、駒収納）

完、、△●●●●● ●●、
●●●、 完、、
（生糸をとる）

江戸市中硝石価狂騰すや。

‐

元

△●●●●●●

●●●●＠
完、、△●●●● 六

月
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V
／
／月

三

○九八七六五四三二一

二

○九八七六五四三二一 ○九八七六五四三二一

完、、△●●●

●●●●●＠

●●●、
完、、△

完、、△●●●●

●●●＠ ●●

七
月

おぽん

六
○
貢
上
納

ｊ終
ｊ

く
り刈稲く

完、、△●●●●

八
月

妙見祭

I

九
月

（麦まき）

十
月

一妙見神事仕事体 （武甲山祭）イ

１
１

藩
自
製

開
始

、A、、 △●●●

●●●●＠

● ー 十
一
月

妙見祭(干柿つくり） 長

A、 、△●●●●＠

●●●● @ A、、△
A、、△●●●●＠

△
一
△
一
△
一

ｍ》、一死一一
●
Ａ
ｌ
●
Ａ
一
●
Ｂ
一

B、、△

、、、△●●●●、
B、、△

、、、△●●●●、
B、、△

_ヨーューヱ△QQQQQ_ _
1

●●

●● A、、△●●●●、

●●● ＠
一~ﾊﾐｰｰﾐ五百口CD画~~‐~‐‐

Q･Q_@_______________ _
1

手伝人本日より出勤

十
二
月

●q

● ●

●

回
八

貫
７
，
、

“
Ａ
●
、

疋
一
●
Ｐ

２
●

馬
●

、
一

、
一

、
一

，
一

、
一

、
一

、
一

、
’

、
一

、
’

、
一

、
一

一
体

、
一

、
一

、
一

、
一

、
一

、一
一ｐＨ郷

、｜
、｜

、｜
一
正

、
一

、
一

、
一

、
一

、
一

、
一

、
’

、
一

、
一

、
一

、
一

、
一

一十ｍ中
Ｃ
ｌ

Ｃ
ｌ

Ｃ
ｌ

ｌ
初

Ｃ
Ｏ

雨
、●

｜
●

一
●

一●
●

一●
一●

●
一●

｜●
一●

一●
一●

●
一
●

△
一
△
一
△
一
△

、
。
、
＠
一
、
、
一
、
、
｜

卜
●
一
、
●
一
、
●
一
、
●
一
計

⑨ C
、△●●●

百一一一~C-
、△●●●

@ C
、△●●●

@ C
、△●●●

仕事体

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）

正
月
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し
ば
ら
く
休
ん
で
い
た
諸
道
具
の
手
入
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
材
料
の
床
下
土
を
購
入
す
る
た
め
に
は
、
す
ぐ
と
は
い
か
な

か
っ
た
。
古
い
床
下
の
土
を
採
取
す
る
に
は
、
さ
れ
る
方
と
の
交
渉
に
時
が
か
上
る
の
で
あ
る
。
床
下
土
そ
の
も
の
よ
り
、
そ

の
た
め
に
腐
れ
か
坐
っ
て
い
た
土
台
や
床
板
が
目
に
ふ
れ
る
と
言
思
い
が
け
ぬ
時
に
修
理
も
必
要
と
な
る
し
、
土
の
値
よ
り
も

そ
れ
ら
の
修
理
や
、
土
台
の
か
た
む
き
等
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
心
配
の
方
が
か
さ
む
か
ら
で
あ
る
。
（
註
９
）

｜
回
目
の
上
納
を
終
っ
て
、
今
後
上
納
を
続
け
る
よ
う
下
命
さ
れ
た
ろ
う
こ
と
は
、
こ
の
後
の
製
造
段
取
を
見
る
時
了
解
さ

れ
る
。
硝
石
製
造
は
許
可
製
人
の
冬
期
作
業
で
ま
か
な
わ
れ
る
の
が
常
識
雲
二
回
目
三
回
目
が
、
翌
年
の
二
月
と
四
月
初
め
に

合
わ
せ
て
九
十
貫
の
上
納
が
続
い
て
い
る
。
が
ゞ
そ
の
た
め
に
は
、
十
一
月
の
妙
見
祭
（
秩
父
夜
祭
）
を
終
っ
て
、
す
ぐ
取
掛

硝
石
箱
は
三
ケ
掛
け
ら
れ
、
む
し
ろ
で
包
ま
れ
、
藩
御
用
の
木
札
が
立
て
ら
れ
て
い
た
筈
、
風
袋
共
で
四
十
頁
程
の
筈
、
｜

駄
荷
の
重
さ
は
軍
事
だ
と
三
十
負
が
定
例
ゞ
山
谷
と
戦
斗
場
を
露
け
る
か
ら
で
あ
る
。
が
・
忍
城
冷
静
例
で
三
十
八
貫
．

三
十
六
頁
と
あ
る
由
だ
か
ら
行
田
迄
の
秩
父
街
道
に
は
二
シ
の
峠
が
あ
り
、
途
中
一
泊
の
行
程
だ
か
ら
、
四
箱
は
無
理
、
硝
石

釜
８
）

の
み
の
量
は
三
十
頁
。
こ
れ
を
造
る
に
は
標
準
と
し
て
は
三
回
の
製
造
だ
ろ
う
が
、
四
回
の
作
業
で
若
干
手
元
に
残
、
つ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
一
回
目
上
納
日
か
ら
み
て
、
お
ぼ
ん
前
に
は
完
了
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
五
月
の
田
植
終
っ
て
作

業
を
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
上
納
命
令
が
代
官
所
を
通
し
て
硝
石
稼
人
へ
申
渡
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
年
の
正
月
頃
で

は
な
か
つ
た
ろ
う
か
、

三
節

釜
場
段
取
復
元
日
表
の
素
見

嘉
永
四
年
七
月
二
十
日
硝
石
荷
馬
は
、
何
年
ぶ
り
か
に
釜
伏
峠
を
越
え
て
行
っ
た
。
城
下
へ
向
う
硝
石
荷
馬
は
こ
入
し
ば
ら

く
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
の
に
、
茶
店
の
お
や
じ
に
は
、
こ
の
久
方
ぶ
り
の
出
来
事
が
、
新
し
い
時
代
の
開
幕
の
影
だ
っ
た
こ
と

を
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
歴
史
小
説
な
ら
こ
う
書
き
出
し
て
い
き
た
い
が
、
今
は
ま
だ
想
像
と
事
実
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら

を
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
歴
史
小
説
な
合

な
い
硝
石
生
産
史
の
未
開
発
期
で
あ
る
。
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一 －

ら
な
く
て
は
で
き
得
な
い
。
休
ん
だ
の
は
正
月
休
み
だ
け
で
あ
る
。
初
市
を
期
に
秩
父
の
村
と
は
又
仕
事
に
取
掛
る
の
で
あ
る
。

｜
』

す

こ
の
冬
期
作
業
用
の
士
や
灰
や
薪
の
準
備
は
、
夏
の
内
に
手
配
を
終
え
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ど
れ
だ
け
の
材
料
量
と
な
る
だ
ろ
垂
か
、
ゞ
一
＠
印
の
日
に
整
え
る
量
は
、
土
は
百
二
十
貫
（
三
十
斗
、
十
荷
、
四
斗
入
米
俵
へ

毎
い
■
■

土
は
五
斗
入
れ
る
の
で
六
俵
分
）
こ
の
床
下
土
は
、
床
下
約
二
坪
分
か
ら
厚
さ
三
寸
か
四
寸
に
採
土
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
註
叩
）

灰
は
約
四
石
使
う
。
薪
は
約
百
七
十
束
（
《
一
束
は
割
木
三
尺
長
さ
三
尺
周
囲
と
し
て
）
で
あ
る
。
灰
は
恐
ら
く
秩
父
は
織
物

の
産
地
ゆ
え
、
灰
屋
の
ル
ー
ト
は
充
分
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
入
荷
さ
れ
た
ろ
う
が
、
四
石
の
堅
木
灰
を
と

る
に
は
、
約
五
百
七
十
束
の
薪
が
使
用
さ
れ
る
。
民
家
で
の
柴
、
枯
木
、
・
麦
、
稲
、
杉
葉
灰
な
ど
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
。
薪
は

釜
場
で
の
製
造
用
に
し
か
利
用
し
な
い
と
何
の
木
で
も
草
で
も
よ
い
が
壷
灰
を
考
え
る
と
こ
の
薪
か
ら
も
、
日
々
出
る
灰
を
使

う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
殆
紅
ど
堅
木
を
も
し
た
。
従
っ
て
釜
場
か
ら
出
る
灰
量
を
差
引
い
て
詞
購
入
灰
は
二
石
八
斗
あ

れ
ば
よ
か
っ
た
。

会
叫
皿
）

合
わ
せ
て
約
百
八
十
駄
の
材
料
が
、
こ
の
稼
人
の
庭
先
に
届
け
ら
れ
な
く
て
は
九
十
頁
の
硝
石
上
納
は
で
き
な
か
っ
た
筈
（
勿

論
多
少
稼
人
の
手
元
に
残
っ
て
横
流
し
分
と
な
っ
た
筈
）
で
あ
る
。

こ
う
し
て
秩
父
夜
祭
が
終
っ
て
、
秩
父
名
物
の
干
柿
が
軒
々
に
つ
る
さ
れ
た
頃
、
釜
場
作
業
が
始
ま
り
ゞ
正
月
休
み
後
毒
初

釜
一
釜
分
を
す
ま
せ
て
二
月
一
日
に
硝
石
駄
一
疋
が
峠
を
越
え
て
い
っ
た
。
私
の
郷
里
秋
田
地
方
だ
と
正
月
末
二
月
初
の
休
み

こ
の
硝
石
稼
人
の
こ
の
冬
（
十
一
、
月
’
四
月
）
の
製
造
回
数
は
十
二
回
、
こ
れ
以
上
は
設
備
を
今
一

な
い
か
ら
、
稼
人
と
し
て
は
手
一
杯
の
作
業
量
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
こ
の
冬
の
使
用
材
料
量
は

。
土
、
千
四
百
四
十
頁
、
床
下
面
積
で
は
二
十
四
坪
分
、
駄
数
に
し
て
約
二
十
四
駄
分
。

。
灰
、
三
十
三
石
六
斗
、
駄
数
に
し
て
約
二
十
八
駄
分
。

[ロ

薪 灰 土
、 、 、

五
百
十
束
、
駄
数
に
し
て
約
百
二
十
七
駄
分
。

；
〃

卜
Ｊ
Ｆ

組
用
意
し
な
い
と
で
き
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、
印
の
日
迄
に
、
旧
家
屋
の
床
下
土
を
厚
さ
三
・
四
寸
（
約
十
セ
ン
チ
）
を
採
土
、
約
百
八
十
貫
（
一
本
半
）
を
、
三
尺
口
径

三
尺
深
さ
の
桶
（
底
に
仕
掛
が
あ
る
）
二
シ
又
は
三
シ
に
分
け
て
入
れ
、
水
を
入
れ
て
一
夜
そ
の
ま
上
に
し
て
お
く
。

●
●
●
の
日
に
は
、
前
夜
仕
組
ん
だ
土
桶
の
の
み
口
を
開
い
て
、
浸
出
液
を
別
の
桶
へ
流
し
と
り
、
口
径
三
尺
近
い
平
釜
へ
移

し
て
煮
詰
め
る
。
一
方
で
木
炭
を
灰
桶
と
い
う
径
一
尺
二
三
寸
に
深
さ
一
尺
八
寸
位
の
桶
へ
し
め
し
た
灰
を
入
れ
て
お
い
て
、

そ
れ
へ
濃
縮
熱
湯
と
な
っ
て
い
る
湯
を
そ
そ
い
で
反
応
さ
せ
て
、
下
部
の
の
み
口
を
開
い
て
反
応
済
み
溶
液
を
と
り
、
又
煮

詰
め
る
。
飽
和
状
態
に
濃
縮
さ
せ
る
と
別
の
桶
へ
入
れ
て
軍
静
か
な
処
へ
置
き
結
晶
す
る
の
を
ま
つ
急
翌
日
に
は
そ
の
結
晶

は
女
の
正
月
と
い
っ
て
休
日
が
続
く
が
、
秩
父
も
亦
妙
見
神
社
の
お
思
召
と
考
え
る
休
詮
が
続
い
て
、
二
月
四
日
か
ら
再
び
業

が
始
ま
る
。
そ
し
て
田
植
前
に
六
十
頁
が
上
納
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
武
甲
山
祭
の
前
日
に
で
あ
る
。
以
下
こ
ん
な
順
で
進

む
様
子
が
、
秩
父
の
生
活
リ
→
ス
ム
の
中
で
エ
ン
シ
ョ
ウ
屋
ら
し
い
忙
し
さ
で
進
ん
で
い
る
。

し
か
も
次
第
に
多
忙
と
な
っ
て
い

く
の
は
、
時
代
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
異
国
船
問
題
の
繁
忙
曲
線
と
平
行
し
て
お
り
、
や
が
て
嘉
永
六
年
八
月
十
三
日
の
上
納

馬
の
発
足
を
以
っ
て
終
り
、
・
ヘ
リ
ー
来
航
を
シ
ョ
ッ
ク
と
し
て
、
序
編
で
ふ
れ
た
よ
う
な
硝
石
。
〈
’
一
ツ
ク
状
況
か
ら
壱
い
よ
い

よ
藩
は
独
占
業
と
し
て
爆
発
的
採
取
へ
と
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

四
節

「
エ
ン
シ
ョ

地
方
が
多
い
。

ま
た
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
処

で
、
区
別
を
困
難
に
し
て
い
る
。

、

硝
石
を
造
る
に
は
、
秩
父
の
実
際
で
い
う
と

エ
ン
シ
ョ
ウ
焼
き
稼
人

ゥ
焼
き
」
と
い
？
呼
び
名
は
．
今
の
と
こ
ろ
秩
父
鎭
蕊
ら
れ
る
だ
け
だ
が
誓
通
罐
矯
硝
煮
と
い
わ
れ
る

火
薬
に
合
薬
さ
れ
た
も
の
も
、
材
料
で
あ
る
硝
石
も
区
別
な
く
エ
ン
シ
ョ
ウ
と
呼
ん
で
い
た
の
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小
屋
の
近
く
に
、
残
土
の
捨
て
場
が
あ
っ
て
、
そ
こ
は
ガ
ヶ
状
に
な
っ
て
い
た
筈
、
往
還
か
ら
の
道
は
割
に
広
く
、
馬
が
自

由
に
往
復
で
き
壱
仕
事
が
始
ま
る
と
、
毎
日
の
よ
う
に
馬
が
出
入
し
て
い
た
ろ
う
。
冬
期
は
稼
ぎ
時
で
、
朝
は
早
く
か
ら
釜
を

燃
し
て
い
た
。
プ
ッ
プ
ッ
た
ぎ
る
茶
色
っ
ぽ
い
水
、
黒
い
あ
わ
が
煮
え
く
り
返
っ
て
、
土
く
さ
い
臭
い
が
煙
と
共
に
風
下
へ
流

れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
ま
あ
こ
の
通
り
と
は
言
わ
な
く
て
も
、
少
な
く
も
こ
の
条
件
は
満
た
し
て
い
な
い
と
製
造
は
で
き
な
い
。

更
に
日
表
の
後
半
に
そ
っ
て
眺
め
る
と
、
嘉
永
六
年
正
月
も
、
去
年
同
様
初
市
を
期
に
作
業
が
始
ま
っ
た
。
三
月
は
村
人
達

そ
こ
で
、
硝
石
製
造
に
絶
対
的
に
必
要
な
情
況
判
断
か
ら
、
硝
石
稼
人
家
を
想
像
す
る
と
、
横
瀬
聚
落
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
離

れ
た
古
い
農
家
、
裏
山
や
屋
敷
林
が
あ
っ
て
冬
の
季
節
風
に
守
ら
れ
て
い
た
ろ
う
・

主
屋
に
は
藩
の
御
用
職
人
の
格
が
多
少
み
ら
れ
、
時
に
は
村
役
人
を
し
た
代
も
あ
っ
た
で
は
な
か
ろ
う
か
、
裏
山
ぞ
い
の
離

れ
た
釜
場
の
小
屋
が
、
古
び
て
ス
ス
で
黒
く
建
ち
、
煙
出
し
が
広
く
作
ら
れ
、
小
屋
に
は
カ
マ
ド
が
二
基
か
三
基
、
径
二
尺
七

八
寸
か
ら
三
尺
程
の
平
鍋
が
か
坐
り
、
大
小
各
種
の
桶
が
三
、
四
十
個
整
然
と
備
え
ら
れ
て
い
た
筈
ゞ
床
の
ほ
ん
の
一
部
に
む

し
ろ
を
敷
い
て
休
息
場
、
大
部
分
は
土
間
だ
っ
た
ろ
う
。
釜
場
小
屋
の
南
側
に
は
、
吹
き
さ
ら
し
の
一
間
に
二
間
程
の
庇
が
あ

っ
て
、
そ
こ
に
は
土
桶
が
三
ケ
位
並
置
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
近
く
に
小
川
が
流
れ
て
い
た
筈
、
小
屋
の
そ
ば
に
は
い
つ
も
薪
が
積

ま
れ
、
買
っ
て
き
た
床
下
土
が
別
の
吹
ぬ
け
の
小
屋
へ
積
ま
れ
て
い
た
筈
、
木
わ
く
で
か
こ
っ
た
灰
小
屋
が
あ
っ
て
木
戸
が
し

ま
れ
、
買
っ
て
き
一

ま
っ
て
い
た
ろ
う
。

労
働
は
、
主
人
と
長
田

か
ら
で
あ
る
。
現
在
壁

わ
か
ら
な
い
よ
う
だ
。

は
造
れ
な
い
し
、
代
々
の
家
伝
の
製
法
だ
っ
た
し
、
藩
は
冥
加
金
の
関
係
か
ら
貧
し
い
者
へ
は
許
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

家
族
構
成
は
ゞ
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま
、
主
人
夫
妻
に
長
男
が
二
十
位
か
子
供
は
下
に
二
人
位
か
、
こ
の
段
取
の
製
造
を
支
え
る

男
働
は
、
主
人
と
長
男
を
中
心
に
、
カ
ン
所
は
爺
さ
ま
が
決
め
る
。
製
硝
業
の
最
も
秘
伝
と
し
た
の
は
、
灰
の
使
い
方
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
現
在
横
瀬
村
に
、
き
っ
と
家
号
を
エ
ン
シ
ョ
ウ
屋
と
か
呼
び
習
わ
れ
た
家
が
あ
る
だ
ろ
う
に
．
今
の
と
こ
ろ
は

－15－
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の
薪
作
り
の
時
で
あ
る
。
釜
場
で
の
薪
使
用
量
は
村
中
で
は
群
を
抜
く
量
な
の
で
、
そ
の
購
入
に
忙
し
か
っ
た
の
で
、
製
造
は

休
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
去
年
も
同
じ
だ
っ
た
。
私
は
村
で
の
蚕
作
業
を
気
に
し
な
い
の
は
、
こ
の
家
で
は
、
と
て
も
硝
石
を
作

っ
て
更
に
養
蚕
迄
は
む
づ
か
し
い
か
と
思
っ
て
、
こ
入
を
空
け
な
か
っ
た
。
空
け
る
と
段
取
日
表
に
無
理
の
み
え
る
の
も
こ
れ

を
裏
付
け
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
硝
石
が
何
十
年
も
一
様
に
需
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
な
い
か
ら
、
主
家
の
構
え
ば
養

蚕
の
出
来
る
よ
う
に
は
出
来
て
い
た
ろ
う
し
、
硝
石
閑
の
年
は
、
養
蚕
も
き
っ
と
し
た
筈
で
あ
る
。
田
植
時
期
を
必
ず
あ
け
た

の
は
、
年
貢
米
の
関
係
で
あ
り
←
秩
父
全
体
は
水
田
の
少
な
い
土
地
柄
、
千
島
氏
の
お
話
で
は
、
毎
年
そ
の
植
付
終
了
を
藩
へ

届
出
て
い
た
と
か
、
横
瀬
村
は
武
甲
山
の
北
麓
、
妙
見
神
社
の
東
隣
り
村
、
村
人
の
生
活
リ
ズ
ム
は
、
こ
の
両
神
事
を
節
々
と

し
て
繰
り
返
さ
れ
る
筈
、
こ
う
し
た
リ
ズ
ム
の
中
で
、
硝
石
稼
人
家
は
、
そ
の
生
計
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
、
段
取
日
表
と
い

う
科
学
的
（
？
）
必
然
と
歯
車
を
合
わ
せ
て
い
る
様
子
が
、
硝
石
生
産
史
研
究
の
上
で
竜
始
め
て
こ
の
家
が
秘
業
の
ヴ
ェ
ー
ル

を
脱
い
で
示
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
稼
人
が
、
次
期
の
藩
独
占
製
造
業
の
技
術
専
任
者
と
し
て
活
躍
し
た
筈
で
あ
る
が
、
そ
の
名
の
わ
か
ら
な
い
の
は
残
念

で
あ
る
。

Ｊ
ｊ

２
拙
稿

安
政
初
年
水
戸
藩
徳
田
・
小
妻
及
び
天
下
野
村
硝
石
製
造
所
記
録
か
ら
の
情
報
の
採
取
一
’
十

く
く

第
一
ヱ
ハ
号
’
一
二
七
号
（
二
二
号
壱
一
一
九
号
に
は
な
い
）

３
拙
稿

鎖
国
時
代
の
硝
石
考
ｌ
そ
の
結
晶
率
に
つ
い
て
ｌ
近
く
発
表
。

〔
註
〕

１
拙
稿

幕
末
秩
父
火
薬
事
業

序
編
一
、
二

銃
砲
史
研
究
誌
第
一
一
四
号
言
一
一
五
号
（
昭
五
四
・
一
一
月
、

三
一
月

号
…

銃
砲
史
研
究
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８
註
６
の
誌
に
よ
る
。

12 11 9
４

註
１
の
拙
稿

銃
砲
史
研
究
誌
第
一
一
五
号
一
二
頁
参
照

５
註
２
の
拙
稿

銃
砲
史
研
究
誌
第
一
二
二
号
三
○
頁
参
照

６
田
口
新
吉
氏

横
瀬
火
薬

文
芸
秩
父
誌
二
七
号
参
照
。
右
誌
に
は
欠
く
が
、
確
証
で
き
る
横
瀬
硝
石
の
他
国
で
の
評
判

は
、
寛
政
五
年
最
上
徳
内
が
江
戸
浅
草
で
製
造
し
た
記
録
に
出
て
い
る
の
が
信
用
で
き
る
。

７
天
保
十
三
松
代
藩
へ
上
書

佐
久
間
八
策
参
照

10

拙
稿

南
部
藩
焔
硝
生
産
史
発
掘
ア
・
ブ
ロ
ー
チ

花
巻
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
集
参
照

ｊ

拙
稿

安
政
初
年
水
戸
藩
徳
田
・
・
・
…
．
：
伍

銃
砲
史
研
究
誌
第
一
二
二
号
参
照

ｊ

右
拙
稿
の
七

銃
砲
史
研
究
誌
第
一
二
四
号
参
照

く

秩
父
図
書
館
蔵
、
松
本
家
日
記
宝
永
七
年
（
一
七
一
○
）
二
月
の
記
述
に
「
焔
硝
焼
願
」
と
出
て
い
る
。
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ら
始
め
る
。

の
で
あ
る
○

１
カ
ノ

ン 砲
の

種
類

砲
は
長
さ
に
よ
っ
て
カ
ノ
ン
（
長
砲
）
と
、
モ
ル
チ
ー
ル
（
短
砲
）
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
用
法
と
し
て
カ
ノ
ン
は
平
射
あ
る

○

い
は
そ
れ
に
近
い
低
伸
弾
道
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
モ
ル
チ
ー
ル
は
大
き
な
射
角
（
普
通
妬
）
を
用
い
て
曲
射
弾
道
を
と
る
も

昔
時
の
ス
ラ
ー

性
に
秀
れ
、
当

め
に
適
す
る
。

カ
ノ
ン
の
大
き
さ
は
使
用
す
る
鉄
実
丸
の
重
量
を
も
っ
て
○
○
ポ
ン
ド
と
呼
称
し
、
陸
上
用
に
は
型
ポ
ン
ド
以
下
が
使
わ
れ

る
が
、
野
戦
用
の
カ
ノ
ン
で
は
吃
ポ
ン
ド
ま
た
は
６
ポ
ン
ド
の
砲
に
限
ら
れ
る
。
艦
船
用
に
な
る
と
か
な
り
の
重
量
が
あ
り

帥
ポ
ン
ド
の
も
の
ま
で
塔
載
さ
れ
る
。
な
お
砲
身
長
は
喝
Ｉ
”
口
径
長
で
あ
る
。

次
に
こ
れ
ら
の
火
砲
の
沿
革
を
述
べ
る
に
当
っ
て
蛇
足
で
は
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
砲
及
び
火
工
品
の
慨
略
を
説
明
す
る
こ
と
か

口径

(”）
ポンド

69.4 ン
グ
（
蛇
砲
）
か
ら
発
達
し
た
も
の
で
、
主
と
し
て
実
弾
（
中
実
丸
）
を
発
射
す
る
、
砲
身
が
長
い
た
め
命
中

か
つ
射
距
離
も
か
な
り
遠
く
ま
で
到
達
す
る
。
ま
た
弾
道
が
低
い
た
め
衝
撃
力
が
強
く
、
目
標
を
破
壊
す
る
た

12.9 12

14．0 20

14.9 24

301 6.0

17．0 36

21．0 60

8022．0
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一

２
カ
ル
ロ
ン
ナ
ー
デ

１
７
９
９
年
英
国
人
カ
ル
ロ
ン
が
舶
用
に
開
発
し
た
鉄
製
砲
で
←
帥
ポ
ン
ド
、
吃
ポ
ン
ド
壱
８
ポ
ン
ド
、
６
ポ
ン
ド
が
あ
り
、

◎

発
射
薬
量
は
実
弾
重
量
の
兇
を
常
量
と
し
、
射
角
は
釦
を
限
度
と
す
る
。
（
１
１
２
図
）

砲種(ポンド） 装薬量 “） 射 角（度） 弾丸到達距離（m）

0 570

4.2 72024 1

10 2，800

0 400

2.312 6401

10 2，360

0.9 0 400

6806 1.2 1

0.9 12 2，470
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声

３
柘
榴
弾
（
ガ
ラ
ナ
ー
ド
）
及
び
暴
母
（
ボ
ム
）

ガ
ラ
ナ
ー
ド
も
ポ
ム
も
同
じ
く
中
空
の
弾
穀
に
火
薬
を
入
れ
導
火
管
を
挿
し
た
榴
弾
で
あ
っ
て
、
和
ド
イ
ム
以
下
の
も
の
を

ガ
ラ
ナ
ー
ド
と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
る
が
、
ガ
ラ
ナ
ー
ド
で
ば
装
薬
孔
と
導
火
孔
が
共
用
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ボ
ム
は
導

火
孔
と
装
薬
孔
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
な
っ
て
い
る
の
で
砲
丸
に
は
２
ヶ
の
穴
が
あ
る
。
モ
ル
チ
ー
ル
用
の
弾
丸
は
落
下
時
に

導
火
が
上
を
向
く
よ
う
に
弾
底
を
厚
く
し
て
い
る
の
が
、
短
カ
ノ
ン
で
使
用
す
る
榴
弾
と
の
違
い
で
あ
る
。

鍋
ド
イ
ム
の
射
弾
臼
砲
で
用
い
る
弾
は
鏡
板
柘
榴
弾
（
ス
。
ヒ
ー
ゲ
ル
・
ガ
ラ
ナ
ー
ド
）
と
い
っ
て
、
鏡
板
と
い
う
木
製
の
円

２
烙
丸
（
グ
ル
ー
イ
エ
ン
デ
・
コ
ー
ゲ
ル
）

紅
焼
弾
と
も
称
し
、
鉄
の
中
実
弾
を
炉
で
熾
熱
し
カ
ノ
ン
を
用
い
て
発
射
す
る
も
の
で
、
船
舶
や
陣
営
を
焼
く
効
果
が
あ
り
、

木
造
船
時
代
の
海
岸
砲
台
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
い
わ
れ
た
。
発
射
薬
量
は
実
弾
よ
り
少
な
く
弾
目
の
％
程
度
で
あ
る
・

装
填
を
す
る
に
は
、
ま
ず
火
薬
を
入
れ
て
か
ら
白
亜
土
を
充
め
て
棒
で
撞
き
固
め
砲
腔
内
に
火
薬
粉
が
残
ら
ぬ
よ
う
に
拭
い

1．

鋳
鉄 実

製 弾

の へ 弾
中 マ

実 ス 丸

弾 シ
で へ の

力 ・

ノ ． 種

ド
イ
ム
（
型
ボ
ン
ド
）
の
２
種
の
み
で
あ
る
。
使
用
で
き
る
弾
丸
は
、
柘
榴
弾
、
光
弾
、
鉄
葉
弾
及
び
実
弾
で
・
装
薬
量
は

５

脂
ド
イ
ム
砲
で
邪
牙
、
”
ド
イ
ム
砲
で
は
吃
３
を
常
薬
量
と
し
て
い
る
。
射
角
に
つ
い
て
は
稀
れ
に
は
鋤
度
で
発
射
す
る
こ

１

と
も
あ
る
が
、
殆
ん
ど
は
そ
れ
以
下
で
使
用
す
る
。

（
吃
１
画
図
）

と
る
と
い
っ
た
注
意
が
必
要
で
あ
っ
た
。

テ
。
◎

１
ゲ
ル
）

ン
に
よ
り
発
射
す
る
。
弾
丸
の
重
量
に
よ
る
衝
撃
力
に
よ
っ
て
目
標
を
破
壊
す
る
の
に
用
い
ら
れ

類

１
１

F

－22－



７
烟
霧
弾
（
ダ
ム
プ
コ
ー
ゲ
ル
）

●

６
形
弾
（
リ
ク
ト
コ
ー
ゲ
ル
）

照
明
弾
の
こ
と
で
、
”
ド
イ
ー

且
鉄
籠
焼
夷
弾
全
イ
→
ス
ル
・
ゲ
ラ
ー
ム
デ
・
プ
ラ
ン
ト
コ
ー
ゲ
ル
）

鉄
帯
で
つ
く
っ
た
籠
を
布
嚢
に
入
れ
、
こ
の
中
に
蝋
蕊
チ
ャ
ン
、
硝
石
、
硫
黄
、
火
薬
粉
、
苧
屑
を
混
和
し
た
も
の
を
注
入

し
て
つ
く
る
。
こ
の
弾
丸
は
陸
用
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
モ
ル
チ
ー
ル
や
ホ
ウ
イ
ッ
ッ
ル
で
発
射
さ
れ
る
が
、
こ
わ
れ
易

い
欠
点
が
あ
る
た
め
”
度
位
の
射
角
を
も
っ
て
少
量
の
発
射
薬
を
用
い
る
。
（
嘔
図
）

板
の
上
面
に
皿
個
の
半
球
様
の
孔
を
穿
お
こ
れ
に
小
形
の
ガ
ラ
ナ
ー
ド
哩
個
を
と
り
つ
け
た
も
の
で
、
嘔
晦
の
発
射
薬
に
よ

り
州
、
の
射
程
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
散
布
界
ば
直
径
刎
加
に
及
ぶ
の
で
近
隣
戦
闘
に
は
有
効
で
あ
る
・

短
カ
ノ
ン
等
に
装
填
す
る
場
合
に
は
弾
が
動
転
し
な
い
よ
う
木
馬
（
コ
ロ
ス
）
を
つ
け
る
の
を
原
則
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は

弾
底
の
球
面
に
合
わ
せ
て
凹
を
つ
け
た
木
皿
で
、
薄
い
鉄
帯
を
十
字
に
か
け
て
弾
を
固
定
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

４
鉄
穀
焼
夷
弾
（
ポ
ル
レ
・
エ
イ
ゼ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
コ
ー
ゲ
ル
）

松
脂
竜
チ
ャ
ン
、
蝋
、
テ
レ
ビ
ン
油
を
煮
溶
か
し
て
か
ら
硝
石
、
硫
黄
、
火
薬
粉
を
混
和
し
中
空
弾
に
注
入
し
た
も
の
で
、

プ
Ｑ
ｏ

弾
穀
は
鉄
籠
を
用
い
て
、
こ
れ
に
蝋
、
松
脂
、
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
、
硝
石
、
硫
黄
、
火
薬
粉
、
苧
屑
を
混
和
し
た
も
の
を
充
め

る
。
外
観
が
鉄
籠
焼
夷
弾
と
同
じ
で
あ
る
た
め
表
面
に
鋸
屑
を
つ
け
て
区
別
で
き
る
よ
う
に
す
る
・

過
ド
イ
ム
の
光
弾
及
び
手
投
光
弾
の
よ
う
な
小
型
の
も
の
は
、
鉄
籠
を
用
い
ず
上
記
の
配
合
薬
を
布
嚢
に
つ
め
る
だ
け
で
あ

さ
れ
る
。

松
脂
ゞ
チ
ャ
ン
、
蝋
、
テ
レ
ビ
ン
油
を
煮
溶
か
し
一

舶
用
カ
ノ
ン
や
カ
ル
ロ
ン
ナ
ー
デ
に
使
用
さ
れ
る
。

豹
ド
イ
ム
、
別
ド
イ
ム
、
喝
ド
イ
ム
の
三
種
が
あ
り
、
モ
ル
チ
ー
ル
や
ホ
ウ
イ
ッ
ッ
ル
を
用
い
て
発
射

－23－
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８
鉄
葉
弾
（
ブ
リ
ッ
キ
ド
ー
ス
ま
た
は
ス
コ
ロ
ー
ト
ポ
ス
）

束
霞
弾
ま
た
は
鉄
盆
弾
と
も
呼
ば
れ
、
蓋
と
底
を
木
で
つ
く
っ
た
ブ
リ
キ
製
の
鉄
筒
に
鉄
の
小
弾
丸
を
充
め
た
も
の
で
、
近

小
弾
丸
の
数
は
カ
ノ
ン
で
型
個
を
四
層
に
．
カ
ル
ロ
ン
ナ
ー
デ
で
ば
鴫
個
を
三
層
に
積
み
重
ね
る
。
（
Ⅳ
図
）

皿
混
弾
（
シ
キ
ー
ト
・
ボ
ウ
ト
ま
た
は
ス
タ
ン
グ
コ
ー
ゲ
ル
）

半
球
体
の
鉄
弾
二
個
を
鉄
棒
で
固
着
し
た
も
の
で
、
海
戦
に
用
い
た
場
合
、
帆
等
の
船
具
を
折
傷
さ
せ
る
目
的
に
使
わ
れ
る

が
、
近
距
離
で
な
い
と
弾
形
か
ら
い
っ
て
空
気
抵
抗
が
大
き
く
命
中
精
度
が
よ
く
な
い
。
（
嘔
図
）

９
葡
萄
弾
（
ド
ロ
イ
フ
）

鉄
葉
弾
と
同
じ
目
的
に
用
い
ら
れ
る
が
、
海
正

れ
は
円
板
の
中
央
に
柱
を
立
て
た
鉄
椅
（
一

縛
り
つ
け
て
ニ
ス
を
塗
っ
た
も
の
で
あ
る
。

火
工

品

１
早
火
縄
（
シ
ュ
ン
ド
ル
）

接
戦
闘
に
使
用
す
る
。

煙
幕
弾
の
こ
と
で
、
昭
ド
イ
ム
の
光
弾
と
同
じ
く
籠
を
用
い
な
い
で
、
布
嚢
に
松
脂
壷
チ
ャ
ン
、
石
炭
”
硝
石
。
硫
黄
を
混

ブ
リ
キ
筒
の
直
径
は
使
用
砲
の
口
径
に
合
わ
せ
る
が
、
長
さ
は
砲
種
に
よ
っ
て
異
な
り
、
カ
ノ
ン
用
に
は
小
弾
鯉
個
を
六
層

に
充
め
、
カ
ル
ロ
ン
ナ
ー
デ
や
嘔
ド
イ
ム
の
ホ
ウ
イ
ッ
ッ
ル
で
は
弘
個
の
小
弾
を
五
層
に
、
”
ド
イ
ム
で
は
加
個
を
三
層
に

に
充
め
、

充
め
る
・

●

和
し
た
も
の
を
充
め
、
喝
ド
イ
ム
臼
砲
で
発
射
す
る
。

（
叫
図
）

海
上
で
は
鉄
が
錆
び
易
く
保
存
が
難
か
し
い
の
で
舶
用
に
は
こ
れ
を
使
用
す
る
。
こ

（
ス
ツ
ー
ル
）
を
用
い
、
柱
の
周
り
に
小
弾
丸
を
積
み
重
ね
、
布
嚢
を
被
せ
て
紐
で
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サ
ー
ジ
を
縫
っ
て
円
筒
型
の
嚢
ゞ

よ
っ
て
区
々
で
あ
る
。

（
嘔
図
）

且
信
管
（
ポ
イ
セ
ン
）

４
火
薬
嚢
（
カ
ル
ヅ
ー
ス
）

２
紙
火
縄
（
ブ
リ
ュ
ス
・
ス
タ
ン
プ
）

舶
用
に
は
シ
ュ
ン
ド
ル
よ
り
も
紙
火
縄
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
硝
石
に
６
部
の
水
を
加
え
た
溶
液
に
紙
を
浸
し
ゞ

火
縄
と
は
火
門
に
点
火
す
る
の
に
用
い
る
も
の
で
あ
る
。

＆
迅
焼
火
管
（
ゲ
ッ
イ
ン
ド
・
・
ヘ
イ
ピ
ー
ス
）

野
戦
用
の
火
管
は
、
紙
管
の
中
に
火
薬
粉
を
充
め
て
か
ら
、
上
端
に
火
薬
粉
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
練
っ
て
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た

舶
用
で
は
紙
が
湿
め
る
た
め
鳶
翅
の
管
の
端
を
五
シ
に
切
り
拡
げ
て
糸
を
も
っ
て
交
互
に
編
み
、
そ
の
中
に
火
薬
粉
と
硝
石

を
ア
ル
コ
ー
ル
で
研
和
し
て
糊
状
に
し
た
も
の
を
充
め
、
半
乾
燥
の
と
き
に
針
を
も
っ
て
直
中
に
孔
を
あ
け
．
管
端
に
は
火

薬
粉
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
練
っ
た
も
の
を
塗
り
、
紙
で
被
う
こ
と
は
紙
管
と
同
じ
で
あ
る
。

火
管
と
い
う
の
は
、
大
砲
の
火
門
に
挿
込
ん
で
発
射
薬
に
伝
火
さ
せ
る
の
に
用
い
ら
れ
る
。
（
四
図
）

”
×
哩
叩
の
紙
を
巻
き
、
糊
を
つ
け
て
細
長
い
筒
を
栫
ら
え
、
こ
れ
を
型
に
入
れ
、
硝
石
、
硫
黄
、
火
薬
粉
を
亜
麻
尼
油
で

練
っ
た
も
の
を
少
量
ず
つ
真
諭
の
棒
を
も
っ
て
充
め
て
か
ら
ゞ
そ
の
口
部
に
火
薬
粉
を
つ
け
紙
片
を
被
せ
て
糸
で
し
ば
る
。

シ
ュ
ン
ド
ル
は
風
雨
に
障
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
言
ま
た
伝
火
速
度
が
極
め
て
早
い
こ
と
か
ら
野
戦
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

野
戦
用
の
火
管
は
、
紙
管
の
中
に
火
薬
粉
を
充
め
て
か
《

も
の
を
塗
り
、
小
さ
な
絹
布
れ
を
被
せ
て
糸
で
し
ば
る
。

乾
燥
の
後
堅
く
巻
い
て
か
ら
そ
の
端
を
糊
付
け
す
る
。

､，

○

て
円
筒
型
の
嚢
を
つ
く
り
、
こ
れ
に
発
射
薬
を
充
め
て
上
端
を
糸
で
し
ば
る
。
寸
法
は
砲
の
口
径
や
砲
種
に
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装
填
が
終
了
し
た
な
ら
ば
、
火
門
針
を
も
っ
て
火
門
に
突
き
入
れ
、
火
薬
拠
を
刺
し
破
っ
て
か
ら
火
管
を
火
門
に
挿
し
込
む
。

そ
の
間
に
他
の
砲
手
は
砲
を
復
座
さ
せ
、
別
の
砲
手
は
照
準
手
を
扶
け
て
射
角
を
つ
け
、
さ
ら
に
別
の
砲
手
は
照
準
手
の
指
示

に
従
が
っ
て
方
向
照
準
を
定
め
る
。
砲
の
側
ら
に
は
必
ず
火
繩
に
火
を
点
じ
て
お
き
、
発
射
の
令
に
よ
っ
て
火
縄
挾
（
ロ
ン
ト

ス
ト
ッ
ク
）
に
挾
ん
だ
早
火
縄
に
火
を
つ
け
、
こ
れ
を
以
て
火
門
に
挿
入
し
た
火
管
に
点
火
す
る
・

次
弾
の
装
填
は
後
座
し
た
ま
ま
の
砲
を
水
平
に
し
、
照
準
手
が
火
門
を
指
で
圧
し
た
の
を
見
届
け
て
か
ら
洗
杖
（
ウ
ィ
ッ
ス

ル
）
を
砲
腔
中
に
入
れ
て
内
部
を
浄
拭
し
、
前
の
操
作
を
繰
返
す
。
野
砲
の
装
填
で
も
６
名
の
砲
手
が
必
要
で
あ
る
・

信
管
を
使
用
す
る
弾
で
は
ま
ず
目
標
ま
で
の
距
離
を
測
り
”
そ
こ
に
弾
丸
が
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
を
計
っ
て
か
ら
信
管
を

適
当
の
長
さ
に
切
っ
て
用
い
る
。
た
と
え
ば
℃
和
庇
の
距
離
ま
で
モ
ル
チ
ー
ル
で
ば
嘔
秒
、
ホ
ウ
イ
ッ
ッ
ル
で
は
血
秒
で
達
す

い
る
こ
と
が
必
要
で
』

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。

ま
ず
砲
を
後
座
さ
せ
て
砲
身
を
水
平
に
し
、
火
薬
鍵
の
結
ん
で
あ
る
方
を
前
方
に
な
る
よ
う
に
し
て
砲
腔
内
に
入
れ
、
楜
杖

を
も
っ
て
火
薬
製
の
上
ま
で
圧
入
す
る
。
照
準
手
は
こ
の
操
作
中
皮
製
の
指
サ
ッ
ク
を
左
手
に
は
め
て
火
門
を
強
く
圧
さ
え
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
装
砲
の
装
填
で
は
最
も
重
要
な
こ
と
で
、
こ
れ
を
怠
た
る
と
き
は
暴
発
の
危
険
を

木
理
が
織
密
で
粘
り
が
あ
っ
て
よ
く
乾
い
た
木
を
、
ロ
ク
ロ
引
き
し
て
テ
ー
パ
ー
状
の
木
管
に
つ
く
る
。
木
管
孔
の
上
端
に

あ
る
漏
斗
様
の
部
分
ば
ケ
ー
ト
ル
チ
ー
と
呼
ば
れ
”
中
央
の
孔
は
燃
孔
（
ブ
ラ
ン
ド
・
ガ
ッ
ト
）
と
い
う
・

信
管
薬
は
硝
石
、
硫
黄
、
火
薬
粉
を
混
和
し
て
、
管
の
孔
に
少
量
づ
つ
を
入
れ
な
が
ら
杵
（
ス
タ
ン
。
フ
ル
）
で
押
込
み
、
木

槌
を
も
っ
て
打
固
め
る
。
上
部
を
少
し
残
し
て
充
め
終
っ
た
な
ら
ば
、
薬
線
（
木
綿
の
糸
を
総
い
て
火
薬
粉
を
付
け
た
も
の
）

を
孔
に
挿
し
火
薬
粉
を
ケ
ー
ト
ル
チ
ー
の
部
分
ま
で
盛
っ
て
か
ら
管
頭
に
紙
を
被
せ
て
一
一
ス
を
塗
っ
て
保
存
す
る
。
（
加
図
）

装
填

方
法

I
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